






Characteristics of the responses of non-handicapped persons to music and 
vibration stimulus presentation via the Body Sensory Acoustic System for Groups
─ With a view towards applications for the habilitation of children or persons with 
severe motor and intellectual disabilities ─
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Summary：
The…purpose…of… this…study… is…to…examine…the…effectiveness…of… the…Body…Sensory…Acoustic…







































































































































































































































































安静 1 で 5 分間　②… 刺激呈示で約14分　③…
集団用体感音響装置による音楽と振動の刺激呈示に対する健常者の反応特徴 5
安静 2 で 5 分間とした。具体的には、振動条件
では 3 名が一斉に振動のみが呈示され、その他
の条件では、 3 名のうち 1 名が振動なしで音
楽のみ、2 名が音楽と振動が呈示されるように
した。図２にブロック図を示す。











































安 静 2 の 取 組 中 に 腕 時 計 型 活 動 量 計
（POLAR；A370Ⓡ）で計測した。耳温（鼓膜温）
は、耳式体温計（OMRON；MC-510Ⓡ…分解能：
0.1℃）で安静 1 前後、刺激提示後、安静 2 終
了後に各 2 回測定してその平均を計 4 回記入
した。唾液アミラーゼ活性値（AMY値）は、安














































































































































5 名の対象者について 3 条件ごとに安静 1 、
刺激呈示、安静 2 の平均心拍数を図８に示す。
安静時に対して刺激時に心拍が減速するV字パ
ターンは、振動条件で 3 名、音楽条件で 2 名、
音楽振動条件で 5 名であり、対象者毎に多重検
定比較をおこなったところ、いずれの条件とも










































































































































































きるのが最大 3 名であったため、 8 名まで対
応した集団用体感音響装置で 2 ～ 3 名を対象
とし、音楽、振動、振動+音楽を呈示する条件
のなかで、どの呈示法がリラックスを促す効果
があるか、心理的評価と生理指標から検討した
が、このような装置による研究は、これまで確
認されていない。
今回得られた心理的評価は、刺激呈示、特に
振動をともなう条件では、体調が快調、覚醒レ
ベルが低下、リラックス感が上昇、といずれも
有意に変化していたことと、安静状態よりも音
楽＋振動刺激呈示などで心拍が減速していたこ
とは、心理評価と生理評価が一致して、振動を
伴う刺激によって心地よい状態になっていたこ
とを示したものとえよう。
また、他の生理指標においては、仮に、心拍
変動で認められた刺激呈示でリラックスが促さ
れた場合、皮膚温は上昇するのに対して耳温
（鼓膜温）と唾液アミラーゼ活性値は低下する
と予想された。本結果では、刺激前後の各指標
の変化と同定される「上昇」「変化なし」「低下」
の出現率では、振動を伴う刺激で皮膚温の「上
昇」と耳温の「低下」傾向が認められた。また、
各指標の相関関係から、音楽+振動条件で皮膚
温と耳温で想定された傾向が認められた。これ
らのことから、音楽を聴くだけ、振動を感じる
だけよりは、音楽と振動をそれぞれ同時に耳と
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骨伝導などから受容することが、リラックスに
つながると推察された。
健常者に同様の刺激条件で心拍スペクトル解
析と皮膚温（鼻部）の変化から検討した研究14）
では、覚醒しながらリラックスしていたと報告
されているが、本研究では、リラックスを感じ
ているものの覚醒レベルはかなり低かった。こ
の違いについて、更に検討するとが、この装置
を重症児者に適用するうえで、重要になると思
われる。
いずれにしろ、健常者を対象とした集団用体
感音響装置によるリラックスを促す取り組み
は、効果測定の指標に課題はあるものの、音楽
と振動を伴う刺激呈示の方法が、最もリラック
スを促す可能性が高いことが示唆された。
４）重症児療育に向けて
本研究は、重症児施設では、少ない職員で利
用者の生活の質を高める療育活動がおこなわれ
ている実情を知り、緊張の強い状態像を持つ重
症児者に有効と考えられる振動刺激を、より多
くの参加者に対して一斉に呈示することで、筋
緊張の緩和、リラックスを促すことができない
か思考するなかで、集団用体感音響装置の開発
を発想したことから始まった。
これまでの研究もふまえて、（株）アクーヴ・
ラボの協力で、重症児施設の実情に合わせて、
最大 8 名まで対応可能な集団用体感音響装置
が作製されたが、重症児者に適用するには、ど
のような呈示方法が適しているのか、刺激の強
さはどの程度が心地よいと感じるのか、また、
効果があるのかについて健常者で確認する必要
があった。
本研究の結果、重症児施設には、難聴の重症
児者がいることを考慮しても、体感音響装置で
音楽+振動刺激をそれぞれ約60dBで呈示する
ことが適当であると示唆された。また、その際
の効果測定は、非侵襲的なサーモカメラによる
皮膚温の測定と短時間で測定可能な耳式体温計
による鼓膜温の測定が、重症児者に適している
と考えられた。今回の皮膚温の測定は、 3 名を
一斉に記録するため、4.5mの距離から計測した
が、その結果、計測点（ピクセル）が少なかっ
た。これまでの知見では、顔面以外に、手掌、
指先、鼻部などで測定しており、身体のどの場
所が効果を測定するのに有効であるか、今後、
検討する必要がある。その上で、室内の温度や
湿度の管理とその測定に配慮しながら、丁寧に
症例を重ねることが重要であり、そのことでよ
り正確な効果の判定につながると考えられる。
また、今回は健常者への振動刺激呈示であっ
たため、予備検討で得られた心地よいと感じら
れる平均の振動強度であったが、本装置が個別
に振動刺激強度を調整できないため、重症児者
で振動刺激を呈示する場合、予備的検討で対象
者の振動に対する反応を丁寧に確認して振動強
度を決めることが必要になるであろう。
今後、このような点に配慮しながら、病室の
ベッドで生活する超重症児者や療育活動室に車
椅子で参加する重症児者の療育活動に活用され
ることを期待したい。
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